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約0.4mm軸が突き
上げられている

縦形電動機の軸受が早期に摩耗する問題の原因究明のため，
電動機回転子移動量測定ツールを開発した。本ツールで従来測
定できなかった軸の縦方向の移動量をレーザ変位計によって，
回転体に触れることなく非接触で，安全かつ正確に測定でき
る。レーザ変位計の測定値をアナログ出力し，メモリハイコー
ダなどの記録計で確認する。これにより軸の縦方向の移動量を
把握し，劣化度合いを可視化できる。
現場での測定で，電動機の軸が縦方向に約0.4mm突き上げら
れていることが確認でき，軸受の損傷の原因になっていること
が分かった。

第 1 図　軸移動量

1 保守・メンテナンス
1-1 電動機回転子移動量測定ツールによる軸受劣化の見える化

当社PLC（Programmable Logic Controller）はリモートIO
伝送路として，独自の規格であるIOリンクⅡメタルを使用し
てきた。IOリンクⅡメタル接続機器の中には，部品枯渇などの
理由で代替交換できないものがある。これらの機器を他社汎用
品に交換する場合，IOリンクⅡメタルに直接接続できないた
め，PLCへの通信インタフェースの追加やアプリケーションプ
ログラムの改造などが必要になる。
このような状況に対応するため，他社結合GWであるMG1100
を開発した。既存のIOリンクⅡメタル伝送路と汎用伝送路の
Modbus－RTU・Modbus－TCP・汎用シリアル・汎用Ethernet
を相互に変換する。また，PLCラダープログラム演算機能を搭
載し，上位PLCアプリケーション変更を不要とした。

当社はJ－クレジット制度（国が認証）で，「高効率変圧器へ
の更新」及び「ポンプ・ファン類へのインバータ制御装置導入」
によるCO2削減プロジェクトの管理者として登録されている。
これにより，当社が納入した高効率変圧器及びインバータ制

御装置をお客様が使用することで削減した電力量をCO2削減量
として「見える化」できる。
本活動を通じて創出したJ－クレジットの価値は，お客様へ還
元するとともに環境貢献活動に活用して社会へ還元する。プロ
ジェクトの管理者として会社名が制度ホームページに記載され
ることで，新規・疎遠なお客様へも訪問する機会が得られる。

第 2 図　他社結合GW

第 3 図　プロジェクト全体の概念図
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Ⅷ.保守・メンテナンス
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当社は，環境省の推進するポテンシャル診断や都道府県の認
定を受けたCO2削減を目的とした診断を実施している。対象は
新規のお客様で，診断費用は国・都道府県の負担となる。診断
では「照明設備のLED化・熱源設備の高効率化」のほか，計測
器設置によるエネルギー見える化から「変圧器の高効率・ダウ
ンサイズ化，太陽光発電制御によるピークカット運用」といっ
た競合他社と差別化した電気機器メーカ系ならではの提案を
行っている。このような独自の提案の成果として，変圧器を含
めた受変電設備一式の更新工事受注で新規のお客様を開拓し
た。設備更新には国の補助金を最大2000万円調達できる。現在
は，幅広い提案による「電気設備関連での困りごと窓口」とし
ての業容拡大を図っている。 第 4 図　ポテンシャル診断概要
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